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緊急調査レポート
「福岡トピックス調査」

（株）ジーコム

生活行動研究所

生活者の行動分析・市場調査を行うジーコムの調査研究結果をお届けします。

Finding ① 開館1ヶ月での認知度は97.3%、来館率は11.7%。

【九州国立博物館の人気度は？】

当社のアンケートモニター対象の調査では、今年10月16日に開館した九州国立博物館の開
館3週間（11月5日現在）での来館率は11.7％。「知っているがまだ行ったことがない」を含
めた博物館の認知度は97.3%に達し、同博物館の人気のほどが伺える。

まだ来館していない層の今後の来館意向は、46.5%が「2～3ヶ月以内に行きたい」、
24.5%が「1年以内には行きたい」という回答結果である。来館意向層のすべてが来館すると
は考えられないが、1～2月の太宰府市への入込み客数を考えると、マスコミでも報じられてい
る交通混雑に対する不満がさらに強まることが予想される。

■九州国立博物館の認知度（n=180)
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■非来館者の利用意向（n=159)
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【福岡でのオリンピック招致に賛成か、反対か？】

Finding ② 賛成47.2%：反対29.4%。反対層の理由は、財政圧迫とテロ不安。

福岡市が東京都と並んで名乗りを上げたオリンピック招致は、九州各地への分散型開催から
福岡での集中開催に方針が変更された。福岡へのオリンピック招致についての県民の態度は、
賛成層（誘致して欲しい）が47.2％。反対層（誘致して欲しくない）の29.4%を上回った。
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賛成層の招致して欲しい理由としては、「地元でオリンピックが見られるから」が最も多
く68.2%、次いで「開催すれば地元の景気がよくなるから」の62.4%、「福岡の国際的な
知名度が上がるから」の58.8%と続く。一方で、反対層の招致して欲しくない理由は、
「誘致合戦に多大な費用をかけることには反対だから」の90.6%、次いで「開催のために
施設や道路の建設に多大の費用がかかるから」の73.6%、「開催した場合に、テロや治安
が心配だから」の58.5%などが上位であり、財政圧迫とテロに対する不安から市民生活が
脅かされることを懸念していることがわかる。

アンケートモニター「コムネット」をご利用ください。
ジーコムは、福岡都市圏を中心に1,500世帯のアンケートモニターを保有しています。

時間やコストに制限のある各種調査にご活用ください。



－3－

■誘致して欲しい理由（n=85)
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■誘致して欲しくない理由(n=53)
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 【調査概要】 

対象者    アンケートモニター「コムネット」登録者のうち福岡県内在住の 20 歳以上の女性

調査方法   インターネット調査 

サンプル数  517 サンプル（有効回収数 180） 

調査時期   平成 17 年 11 月 5 日～9 日    ＊お問い合わせは、担当新貝まで 
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【ごみ処理費用の有料化で何が変わったか？】

Finding ③ 約7割がごみ出し行動に変化、有料化で分別と節約意識が向上。

福岡市では10月1日から、ごみ処理が有料化された。福岡市在住者に実施後の行動の変化を
尋ねた結果、「紙や布などはできるだけ別にして廃品回収などに出すようになった」が最も多
く53.8%、次いで「食べ残しができるだけ出ないように心がけるようになった」の24.4%であ
り、全体の約7割の層が何らかの行動の変化があったとしている。有料化によって分別や節約な
どごみ減量に工夫をしている姿が浮き彫りになった。

福岡市環境局によると10月前半を前年同期と比べると、可燃ごみで約18％、不燃ごみで約
40％が減少したそうであるが、市民の意識と行動が定着するかどうかは長期的な分析が必要と
見ている。
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 【ジーコムの業務分野】 

１．リサーチ   

■消費者調査  

    利用意向調査、商品評価調査、企業イメージ調査、顧客満足度調査、ホームユーステストなど   

  ■市場調査  

    小売店対象販売実態調査、販売動向調査、購入者特性調査、店頭観察調査、履面調査など   

  ■事業可能性調査  

    市場環境分析、商圏調査、競合調査、利用意向調査、販売・集客予測、経済波及効果測定など   

  ■既存資料調査  

    官公庁、民間研究機関の統計データ、リポート等の収集・加工・分析 など 

 

２．コンサルティング 

■マーケティング・コンサルティング  

◇商品戦略/商品開発・特産品開発 ◇販売戦略/販路開拓、販売指導 ◇ＣＳ（顧客満足）戦略         

◇販促戦略  ◇店舗戦略/出店計画・リニューアル  ◇広告・ＰＲ戦略  

■ビジネス・コンサルティング 

◇新規事業開発   ◇店舗・複合商業施設開発 ◇経営計画策定  ◇ＦＳ／事業可能性調査  

◇ＣＩ開発、ブランディング   ◇アジアビジネス開発   ◇まちづくり・地域活性化 

◇上記に関するセミナー、研修、講演 
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